
委員会
（予算）

委員会
（決算特別）

委員会
（決算特別）

委員会
（建設厚生）

委員会
（決算特別） 情報交換会

本会議

委員会
（決算特別）

委員会
（総務文教）

編
集
後
記

議
会
を
傍
聴
し
よ
う

議
会
へ
参
加
し
よ
う

　
江
津
市
議
会
で
は
皆
さ
ん

の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。傍
聴
を
ご
希
望
の
方
は
、

議
会
開
催
日
に
本
庁
３
階
の

議
会
事
務
局
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
議
会
に
対
し
て
陳
情
な
ど

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
陳
情
と
は
、
特
定
の
事

項
に
つ
い
て
議
会
な
ど
に
実

情
を
訴
え
、
適
切
な
措
置
を

要
望
す
る
こ
と
で
す
。

■編集・発行責任者
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長
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以
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藤
田
　
厚

中
国
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議
会
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長
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●
議
員
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野
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井
　
正
人

 

田
中
　
直
文

　
　（
議
員
12
年
以
上
）

 

森
脇
　
悦
朗

 

島
田
　
修
二

 

石
橋
　
孝
義

●
議
員
普
通
表
彰

　
　（
議
員
８
年
以
上
）

 

多
田
　
伸
治

 

森
川
　
佳
英

 

藤
間
　
義
明

●
正
副
議
長
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通
表
彰

　
　（
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長
３
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）

 

田
中
　
直
文

●
監
査
委
員（
議
会
選
出
）

 
  

石
橋
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義

（左から：河野、藤田、田中直、永岡、森脇、石橋、多田、藤間、森川佳）

　
改
選
後
、
初
め
て
の
市
議
会
だ
よ
り

で
す
。
市
議
会
だ
よ
り
と
は
、
市
民
の

皆
様
へ
議
会
の
情
報
を
発
信
で
き
る

ツ
ー
ル
と
し
て
、
と
て
も
重
要
な
も
の

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
１
期
目
の
４

年
間
も
こ
の
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

会
に
所
属
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
前
任
の
２
人
の
委
員
長
が
そ
れ
ぞ

れ
試
行
錯
誤
さ
れ
、
確
実
に
進
化
を
し

て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
市
議
会
だ
よ
り
編
集
特
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委
員
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委
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長
に
選
任
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れ
、
半
数
以
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委
員
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と
い
う
中
、
不

安
も
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り
ま
す
が
委
員
会
メ
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協
力
し
な
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、
２
年
間
精
一
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、
と

に
か
く
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
「
市
議

会
だ
よ
り
」
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

（
鍛
治
恵
巳
子
）

14



　
平
成
30
年
６
月
定
例
議
会
が
、６
月

11
日
か
ら
25
日
ま
で
の
15
日
間
の
日
程

で
開
か
れ
ま
し
た
。改
選
後
の
初
議
会

で
あ
り
、正
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、

議
長
に
森
脇
悦
朗
議
員
、副
議
長
に
永

岡
静
馬
議
員
が
選
出
さ
れ
た
ほ
か
、監

査
委
員
に
石
橋
孝
義
議
員
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。更
に
、各
常
任
委
員
会
、議
会

運
営
委
員
会
を
構
成
す
る
メ
ン
バ
ー
も

決
ま
り
ま
し
た
。

　
議
案
審
議
で
は
、市
長
提
出
議
案
14

件
、議
員
提
出
議
案
５
件
も
原
案
通
り

可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、12
名
の
議
員
が
市
政

全
般
に
わ
た
り
、市
長
の
考
え
を
た
だ

し
ま
し
た
。

議
会
の『
新
体
制
』決
ま
る

６
月
議
会
定
例
会

平成30年6月(第2回）議会定例会日程

正副議長選挙 投票結果

正副議長就任あいさつ

6月11日 本会議　　　
 議長・副議長・組合議会議員選挙、
 委員選任、表彰伝達
 議案上程－提案説明－質疑・討論・採決
　　14日 本会議　　
 議案上程－提案説明－質疑・討論・採決
 議案上程－提案説明－質疑－委員会付託
 一般質問
　　15日 本会議
 一般質問
　　18日 総務文教委員会
　　19日 建設厚生委員会
　　20日 予算委員会
　　25日 本会議　
 委員長報告‐質疑・討論・採決　　

　この度議員の皆様のご推挙により、市議会議長の栄職に就かせて
いただくことになり、光栄に存じますとともに、その責務の重さを深く
受け止めております。　
　本市においては様々な課題が山積する中、人口減少社会における
地方創生の取り組みにより策定された「江津市版総合戦略」の確実な
推進による未来永劫続く江津市の実現、そして誰もが安心して暮らせ
るまちづくりの実現のため、市民の負託に応えることのできる市議会を
目指すとともに、二元代表制の一翼を担う議会の持つ監視機能を
強化することと、政策立案能力向上に向けた取り組みを進めていきたいと思います。
　また、考えること行うこと、すべては「人」が大事であります。議長として公正かつ円滑な、
血の通った議会運営を心掛け、誠心誠意努力いたします。今後ともご指導ご鞭撻のほど
よろしくお願い申し上げます。

　この度、改選後の市議会定例会におきまして、多くの議員からご支
持をいただき、副議長に選任いただきました。身の引き締まる思いであ
ります。
江津市をとりまく課題は多くありますが、とりわけ「人口減少問題」
そしてそれに連動する「持続可能なまちづくり」が最大の課題であると
考えます。この課題を乗り越えるため、浅学非才の身でありますが、
市執行部との適切な連携のもと、議長を補佐し健全で発展性のある
議会運営に微力を尽くしてまいる所存であります。
　そして、市民の皆さまの負託に応えるべく尽力してまいりますので、どうぞご支援・ご鞭撻を
いただきますようお願い申し上げ、就任のご挨拶といたします。

議長　森脇  悦朗

副議長　永岡  静馬

常

任

委

員

会

特
別
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

建
設
厚
生
委
員
会

予
算
委
員
会

地域医療対策特別委員会

◎坪内涼二　○田中利德
　坂手洋介　　森川和英　　多田伸治
　藤間義明　　藤田　厚　　永岡静馬

　総務文教委員会の所管は、地域振興・防災・
財政・教育など広範囲にわたります。これまで継
続して行ってきた学校訪問に加え、地域コミュニ
ティなどへの訪問を行い、本市の抱える課題の解
決に向け、しっかりと調査研究を行いたいと思い
ます。

◎鍛治恵巳子　○河野　正行
　植田　好雄　　山根兼三郎　　森川　佳英
　森脇　悦朗　　石橋　孝義　　田中　直文

◎田中　直文　○田中　利德
　植田　好雄　　多田　伸治　　河野　正行　　永岡　静馬

◎藤田　　厚　○河野　正行
　森川　和英　　鍛治恵巳子　　田中　利德　　森川　佳英

波積ダム対策特別委員会 ◎石橋　孝義　○田中　直文
　坂手　洋介　　森川　和英　　多田　伸治　　藤田　　厚

市庁舎建設調査特別委員会 ◎河野　正行　○鍛治恵巳子
　植田　好雄　　多田　伸治　　藤間　義明　　石橋　孝義
　永岡　静馬

市議会だより編集特別委員会 ◎鍛治恵巳子　○坂手　洋介
　植田　好雄　　多田　伸治　　山根兼三郎　　河野　正行
　永岡　静馬

広報広聴特別委員会 ◎田中　利德　○坪内　涼二
　森川　和英　　森川　佳英　　藤間　義明　　石橋　孝義
　藤田　　厚　　田中　直文

　この度建設厚生委員会委員長に選任いただ
きました。当委員会の所管は、福祉、子育て、健
康対策をはじめ、農林水産・商工・土木建設・
水道と市民生活に関わる広範囲です。所管に関
する様々な取り組みをしっかりと調査し、委員会
メンバーで協力して市民の皆さんの負託に応え
られる委員会になるよう努力してまいります。

◎藤間　義明　○坪内　涼二
議長及び監査委員を除く議員14名

　この度、予算委員長に選任いただきまし
た。本市は国の財源に多くを依存しており、
今後ますます厳しい財政運営を余儀なくさ
れることは明白です。今後の予算審査は事
業について、見直しや財源の確保、効果を
しっかり見定め、市民の皆様の負託に応え
る委員会となるよう努力してまいります

議会運営委員会

○議長選挙
　投票総数16票
　・森脇悦朗 12票
　・森川佳英 ２票
　・無効票 ２票

○副議長選挙
　投票総数16票
　・永岡静馬 12票
　・多田伸治 ２票
　・無効票 ２票　

◎委員長　○副委員長

委員長あいさつ

委員長あいさつ

委員長あいさつ
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られる委員会になるよう努力してまいります。

◎藤間　義明　○坪内　涼二
議長及び監査委員を除く議員14名

　この度、予算委員長に選任いただきまし
た。本市は国の財源に多くを依存しており、
今後ますます厳しい財政運営を余儀なくさ
れることは明白です。今後の予算審査は事
業について、見直しや財源の確保、効果を
しっかり見定め、市民の皆様の負託に応え
る委員会となるよう努力してまいります

議会運営委員会

○議長選挙
　投票総数16票
　・森脇悦朗 12票
　・森川佳英 ２票
　・無効票 ２票

○副議長選挙
　投票総数16票
　・永岡静馬 12票
　・多田伸治 ２票
　・無効票 ２票　

◎委員長　○副委員長

委員長あいさつ

委員長あいさつ

委員長あいさつ
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平成30年度  一般会計補正予算

地域医療支援対策事業

小学校施設耐震化事業

1億円
　済生会江津総合病院に対する経営支援補助。

759万円
　渡津小学校の屋内運動場の耐震補強設計
委託費。

予算総額 144億8295万円（2億3995万円を追加）

整備の進む農業用ハウス（二宮町）

老朽化の激しい現在の施設（敬川町）

補助の目的は、非常勤医師の確保と赤字補
てんとあるが、補助の内訳は。

問

あくまで済生会江津総合病院に対して、本
市が財政的に支援できる金額。細かい経費
を積み上げたものではない。

答

質　問

担い手育成対策事業 水産業振興事業

4099万円
　市内の認定農業者に対する、農業用ハウス
などの整備費補助。

2300万円
　江川漁業協同組合が整備する「アユの種苗
生産施設」に対する補助。

販路の拡大の支援の見通しは。問
6次産業の販路開拓の中で支援する。答

質　問

どのような効果があるのか。問
島根県全体への供給量が現在の約75％か
らほぼ100％になる。

答

質　問

　江津工業団地内における追加造
成に伴い、市道の一部に関して、島
根県へ移管するにあたり、路線の
廃止および新たに認定するもの。

　議会で審議される案件は、民生、建設、教育、
予算など幅広い分野にわたっています。そこで、こ
れらをいくつかの部門に分けて、専門的、能率的
に審査・調査するために委員会を設置しています。 
　委員会には、常に設置されている常任委員

会、議会運営委員会と必要に応じて設置される
特別委員会があります。江津市議会では、三つ
の常任委員会を設置しています。
　また、議員は必ず1つの常任委員会に所属す
ることになっています。

追加造成に伴って島根県へ市道の一部を
移管するということだが、将来的な予定は
あるのか。

問

島根県へ移管する区間は将来的には工場
敷地内になるものと聞いています。

答

工業団地は県営なのだから、市道として再
認定する部分も合わせ県へ移管することは
できないのか。

問

工業団地内の区画道路については市道と
して管理していくものと認識しています。

答

委員質問

建
設
厚
生
委
員
会

●市道の路線の廃止・認定に関する条例

●委員会

市長選後の肉付け予算として、
　　　　　　　緊急に必要となるものを計上

総務文教委員会（８人）

政策企画課の所管に関すること
総務課の所管に関すること
財政課の所管に関すること
人事課の所管に関すること
税務課の所管に関すること
会計課の所管に関すること
教育委員会の所管に関すること
選挙管理委員会の所管に関すること
監査委員の所管に関すること
公平委員会の所管に関すること
固定資産評価審査委員会の所管に関すること
他の委員会の所管に属しないこと

建設厚生委員会（８人）

社会福祉課の所管に関すること
子育て支援課の所管に関すること
健康医療対策課の所管に関すること
市民生活課の所管に関すること
保険年金課の所管に関すること
人権啓発センターの所管に関すること
農林水産課の所管に関すること
商工観光課の所管に関すること
土木建設課の所管に関すること
都市計画課の所管に関すること
水道課の所管に関すること
下水道課の所管に関すること
農業委員会の所管に関すること

予算委員会（14人）

予算の議案に関すること
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平成30年度  一般会計補正予算

地域医療支援対策事業

小学校施設耐震化事業

1億円
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などの整備費補助。
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廃止および新たに認定するもの。

　議会で審議される案件は、民生、建設、教育、
予算など幅広い分野にわたっています。そこで、こ
れらをいくつかの部門に分けて、専門的、能率的
に審査・調査するために委員会を設置しています。 
　委員会には、常に設置されている常任委員

会、議会運営委員会と必要に応じて設置される
特別委員会があります。江津市議会では、三つ
の常任委員会を設置しています。
　また、議員は必ず1つの常任委員会に所属す
ることになっています。

追加造成に伴って島根県へ市道の一部を
移管するということだが、将来的な予定は
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島根県へ移管する区間は将来的には工場
敷地内になるものと聞いています。
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工業団地は県営なのだから、市道として再
認定する部分も合わせ県へ移管することは
できないのか。

問

工業団地内の区画道路については市道と
して管理していくものと認識しています。
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総務課の所管に関すること
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公平委員会の所管に関すること
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他の委員会の所管に属しないこと
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社会福祉課の所管に関すること
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本会議 における 賛成・反対意見

　補正予算案には、済生会の非常勤医師の人件費と
赤字補てんとして１億円が計上されているが、市長は予
算委員会の審査で内訳を示さなかった。税金が投入さ
れても済生会の院内改革は進まず、市民には大きな不
満がくすぶっている。そういった状況で、ドンブリ勘定の
ような予算計上は許されないため、予算案に反対。

　この補正予算は、本市の医療を担う済生会江津総
合病院への支援や農業・水産業の振興、また萩・石
見空港利用促進対策費など、市民生活に直結する予
算。とりわけ常勤医師の減少などにより診療や経営に
苦慮している済生会江津総合病院への補助は、地域
の医療を守るために必要な予算であり、賛成。

平成30年度一般会計補正予算（第2号）議案第37号

反対 賛成 藤田　厚多田  伸治
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監査委員の選任について

固定資産評価審査委員会委員の選任について

専決処分報告について

専決処分報告について

専決処分報告について

専決処分報告について

市道の路線の廃止について

市道の路線の認定について

平成３０年度島根県江津市一般会計補正予算
（第２号）を定めることについて

特別委員会の設置・委員の選任について
（地域医療対策）

特別委員会の設置・委員の選任について
(波積ダム対策）

特別委員会の設置・委員の選任について
(市庁舎建設調査）

特別委員会の設置・委員の選任について
(市議会だより編集）

特別委員会の設置・委員の選任について
(広報広聴）

市
議

市QA＆

の

の

江津市をもっと
暮らしやすくするには、
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と
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議
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員
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が
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と
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※一般質問の全ての内容は市のホームページの
　「市議会」→「会議録検索」から見ることができ
　ます。
　（ただし掲載は次期定例会の前になります）

Q
今
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４
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市
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。
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本会議 における 賛成・反対意見

　補正予算案には、済生会の非常勤医師の人件費と
赤字補てんとして１億円が計上されているが、市長は予
算委員会の審査で内訳を示さなかった。税金が投入さ
れても済生会の院内改革は進まず、市民には大きな不
満がくすぶっている。そういった状況で、ドンブリ勘定の
ような予算計上は許されないため、予算案に反対。

　この補正予算は、本市の医療を担う済生会江津総
合病院への支援や農業・水産業の振興、また萩・石
見空港利用促進対策費など、市民生活に直結する予
算。とりわけ常勤医師の減少などにより診療や経営に
苦慮している済生会江津総合病院への補助は、地域
の医療を守るために必要な予算であり、賛成。
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○
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○：賛成　  ●：反対　  斥：除斥

同意第４号

同意第５号

承認第１号

承認第２号

承認第３号

承認第４号

議案第３５号

議案第３６号

議案第３７号

議案第３０号

議案第３１号

議案第３２号

議案第３３号

議案第３４号

議
員
提
案

市
長
提
案

坂
手

　洋
介

植
田

　好
雄

森
川

　和
英

坪
内

　涼
二

鍛
治 

恵
巳
子

田 

中

　利 

德

多 

田

　伸 

治

山
根 

兼
三
郎

森 

川

　佳 

英

藤 

間

　義 

明

石 

橋

　孝 

義

河 

野

　正 

行

藤 

田

　厚

田 

中

　直 

文

永 

岡

　静 

馬

森 

脇

　悦 

朗

監査委員の選任について

固定資産評価審査委員会委員の選任について

専決処分報告について

専決処分報告について

専決処分報告について

専決処分報告について

市道の路線の廃止について

市道の路線の認定について

平成３０年度島根県江津市一般会計補正予算
（第２号）を定めることについて

特別委員会の設置・委員の選任について
（地域医療対策）

特別委員会の設置・委員の選任について
(波積ダム対策）

特別委員会の設置・委員の選任について
(市庁舎建設調査）

特別委員会の設置・委員の選任について
(市議会だより編集）

特別委員会の設置・委員の選任について
(広報広聴）

市
議

市QA＆

の

の

江津市をもっと
暮らしやすくするには、
こうしたらいいな

一般質問一
般
質
問
と
は
？

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内

容
に
つ
い
て
、市
議
会
議
員
が
市
に
対
し

て
質
問
を
行
い
ま
す
。原
稿
は
質
問
し
た

議
員
自
身
が
、主
な
質
問
に
つ
い
て
要
旨

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

※一般質問の全ての内容は市のホームページの
　「市議会」→「会議録検索」から見ることができ
　ます。
　（ただし掲載は次期定例会の前になります）

Q
今
後
４
年
間
の
市
政
運
営
の

考
え
方
は

A
水
滴
穿
石

（
み
ず
し
た
た
り
て
、い
し

を
う
が
つ
）

河野 正行

Q
．企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
。

A
．産
業
振
興
な
く
し
て
、地
域
の
活

性
化
は
な
い
。そ
の
理
由
は
、生

業
が
成
り
立
た
な
け
れ
ば
、人
は

そ
こ
に
住
め
な
い
か
ら
。

Q
．農
業
の
６
次
産
業
化
、有
機
農
業

の
推
進
に
つ
い
て
は
。

A
．地
域
資
源
を
活
用
し
た
高
付
加

価
値
な
農
業
の
展
開
と
所
得
向

上
を
図
る
。有
機
農
業
実
践
者

は
、１
４
２
人
か
ら
２
０
０
人
へ
拡

大
し
て
い
る
。

Q
．済
生
会
江
津
総
合
病
院
に
つ
い
て
は
。

A
．済
生
会
江
津
総
合
病
院
、済
生
会

本
部
、島
根
県
、本
市
が
一
体
と

な
っ
て
対
策
を
進
め
る
。

Q
．公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
。

A
．使
用
料
収
入
で
賄
う
の
が
基
本
。

使
用
料
改
定
も
検
討
。

【
地
震
対
策
に
つ
い
て
】

Q
．県
西
部
地
震
へ
の
対
応
は
。

A
．本
市
で
は
震
度
４
を
観
測
。職
員

初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、副

市
長
、教
育
長
以
下
全
管
理
職
及

び
総
務
課
、桜
江
支
所
職
員
が
出

勤
し
、朝
ま
で
常
駐
し
た
。

江津商工会議所であいさつする
山下修市長

※

水
滴
穿
石
の
意
味
は

　
軒
か
ら
滴
り
落
ち
る
雨
の
滴
も
、た
え
ず

同
じ
な
所
に
落
ち
続
け
る
と
、石
に
穴
を
あ

け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、根
気
強
く

続
け
る
れ
ば
、目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
。

67



Q
就
学
前
の
子
育
て
に

経
済
的
支
援
を

A
国
の
制
度
改
正
に
合
わ
せ

て
、保
育
料
の
軽
減
を
行
う

山根 兼三郎

Q
．平
成
31
年
10
月
か
ら
の
国
の
就

学
前
の
子
ど
も
の
保
育
料
無
料

化
を
、本
市
が
前
倒
し
し
て
行
っ

た
場
合
の
費
用
負
担
は
。

A
．市
民
税
非
課
税
世
帯
の
保
育
料

を
無
償
と
し
た
場
合
、本
市
の
費

用
負
担
の
見
込
み
額
は
、４
月
か

ら
９
月
ま
で
の
半
年
間
で
約
５

７
０
０
万
円
に
な
る
。

【
市
か
ら
の
発
注
】

Q
．公
共
事
業
発
注
の
際
、市
内
の
業

者
に
下
請
け
な
ど
で
仕
事
が
ま

わ
っ
て
い
く
よ
う
な
配
慮
を
。

A
．発
注
段
階
か
ら
可
能
な
限
り
地

元
業
者
が
下
請
け
に
参
入
で
き

る
よ
う
努
め
る
。

Q
．学
校
で
使
う
教
材
・
図
書
の
場

合
は
。

A
．毎
年
、各
学
校
を
対
象
に
し
た

「
配
分
予
算
の
執
行
に
か
か
る
説

明
会
」で
お
願
い
し
て
お
り
、可

能
な
限
り
対
応
し
て
い
く
。

Q
本
市
の
特
色
あ
る

子
育
て
支
援
は

A
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

を
土
日
開
所
す
る
と
と
も
に

保
育
所
で
の
待
機
児
童
ゼ
ロ

を
継
続
し
て
い
る

藤間  義明

Q
．子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
利

用
状
況
は
。

A
．子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

利
用
者
数
は
、　
　
　
　
　
　
　

平
成
26
年
度
で
は
６
１
７
３
人
、

平
成
27
年
度
で
は
５
７
９
３
人
、

平
成
28
年
度
で
は
６
６
９
７
人
、

平
成
29
年
度
で
は
７
６
９
１
人
と

利
用
者
が
増
え
て
き
て
い
る
。

Q
．企
業
が
子
育
て
支
援
体
制
づ
く
り

の
必
要
性
を
理
解
し
て
い
く
取
り

組
み
は
。

A
．平
成
29
年
度
か
ら
企
業
の
ト
ッ

プ
が
赤
ち
ゃ
ん
登
校
日
を
参
観

す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、

子
育
て
支
援
の
必
要
性
を
理
解

し
、企
業
が
従
業
員
の
子
育
て
を

積
極
的
に
応
援
す
る
機
運
の
醸

成
を
図
っ
て
い
る
。

Q
．保
育
士
不
足
へ
の
対
応
は
。

A
．保
育
所
へ
の
情
報
提
供
や
、新
た

に
就
業
し
た
保
育
士
へ
の
助
成
、

保
育
士
の
仕
事
の
魅
力
化
な
ど

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

Q
障
が
い
者
福
祉
の

現
状
と
課
題
は

A
地
域
生
活
移
行
や

就
労
継
続
支
援
な
ど
が
課
題

永岡  静馬

Q
．障
が
い
者
総
合
支
援
法
が
改
正
さ

れ
、第
５
期
障
が
い
者
保
健
福
祉

計
画
が
策
定
さ
れ
た
。障
が
い
者

福
祉
の
現
状
と
課
題
は
。

A
．指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

は
市
内
・
浜
田
圏
域
で
も
増
え
て

お
り
、必
要
な
サ
ー
ビ
ス
は
ほ
ぼ

提
供
で
き
て
い
る
。た
だ
、福
祉

施
設
入
所
者
の
地
域
生
活
へ
の
移

行
が
困
難
な
状
況
や
、就
労
継
続

支
援
サ
ー
ビ
ス
で
の
一
般
就
労
が

な
か
な
か
で
き
な
い
状

況
が
あ
る
。ま
た
、相
談

支
援
事
業
所
の
数
や
相

談
支
援
専
門
員
が
少
な

い
状
況
が
あ
る
。

Q
．こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し

て
、今
後
の
取
り
組
み
は
。

A
．知
的
・
身
体
・
精
神
と

い
う
３
つ
の
障
害
を
一

元
化
し
て
き
た
た
め
、

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で
は
得
意
分
野

と
不
得
意
分
野
が
あ
り
、そ
こ
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
大
事
で
あ
る
と

考
え
る
。ま
た
、差
別
や
偏
見
の

な
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
、「
あ
い

サ
ポ
ー
ト
研
修
」の
普
及
や
相
談

窓
口
の
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

Q
国
道
２
６
１
号
線
の

今
後
の
整
備
へ
の

本
市
の
取
り
組
み
は

A
改
良
は
不
可
欠
で
あ
り
、未

整
備
区
間
・
新
規
区
間
の
早

期
着
手
を
要
望
す
る

藤田　厚

Q
．市
道
新
山
中
線
の
復
旧
の
見
通

し
は
。

A
．ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
・
土
質
調
査
を

行
っ
た
上
で
、地
す
べ
り
の
専
門

家
の
意
見
を
聴
取
し
、８
月
頃
に

再
度
国
土
交
通
省
と
復
旧
工
法

に
つ
い
て
の
事
前
協
議
を
行
う
。

年
内
に
は
災
害
査
定
を
受
け
、年

度
内
で
の
復
旧
工
事
の
完
成
を

目
標
と
し
て
い
る
。

Q
．県
道
の
大
田
桜
江
線
と
桜
江
金

城
線
の
進
捗
は
。

A
．県
道
大
田
桜
江
線
は
平
成
32
年

度
末
に
完
成
予
定
。県
道
桜
江
金

城
線
は
平
成
33
年
度
中
の
完
成

を
目
標
に
、県
が
事
業
推
進
を

図
っ
て
い
る
。こ
れ
に
関
連
し
て

川
戸
駅
前
の
線
形
改
良
を
、県
へ

の
重
点
要
望
に
掲
げ
る
。

土日の利用者が多い子育てサポートセンターでの１コマ５月７日に崩落した国道２６１号線の現場

あいサポート研修で使用されるテキスト

平成25年に行われた子育てニーズ調査の結果

■就学前［複数回答］

結婚や出産についてもっと奨励すべきである 28.3

28.6

20.8

44.6

30.1

67.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0%

回答者
399人

5.8

5.8

男女が協力して家庭を築くことの大切さや
素晴らしさを十分に伝えていくべきである

男性がもっと育児に参加できるよう長時間労働等
の働き方の見直しを進めるべきである

子育てや教育に係る経済的負担の軽減を
はかるべきである

その他

無回答

安定した家庭を築くことができるよう
就労の支援を充実すべきである

職場における仕事と子育ての両立のための
取り組みを充実すべきである

保育所など地域における子育て支援サービスを
充実すべきである

子育てに対する不安や悩みを気軽に相談できる
支援体制の整備を進めるべきである

12.812.8

12.812.8
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Q
就
学
前
の
子
育
て
に

経
済
的
支
援
を

A
国
の
制
度
改
正
に
合
わ
せ

て
、保
育
料
の
軽
減
を
行
う

山根 兼三郎

Q
．平
成
31
年
10
月
か
ら
の
国
の
就

学
前
の
子
ど
も
の
保
育
料
無
料

化
を
、本
市
が
前
倒
し
し
て
行
っ

た
場
合
の
費
用
負
担
は
。

A
．市
民
税
非
課
税
世
帯
の
保
育
料

を
無
償
と
し
た
場
合
、本
市
の
費

用
負
担
の
見
込
み
額
は
、４
月
か

ら
９
月
ま
で
の
半
年
間
で
約
５

７
０
０
万
円
に
な
る
。

【
市
か
ら
の
発
注
】

Q
．公
共
事
業
発
注
の
際
、市
内
の
業

者
に
下
請
け
な
ど
で
仕
事
が
ま

わ
っ
て
い
く
よ
う
な
配
慮
を
。

A
．発
注
段
階
か
ら
可
能
な
限
り
地

元
業
者
が
下
請
け
に
参
入
で
き

る
よ
う
努
め
る
。

Q
．学
校
で
使
う
教
材
・
図
書
の
場

合
は
。

A
．毎
年
、各
学
校
を
対
象
に
し
た

「
配
分
予
算
の
執
行
に
か
か
る
説

明
会
」で
お
願
い
し
て
お
り
、可

能
な
限
り
対
応
し
て
い
く
。

Q
本
市
の
特
色
あ
る

子
育
て
支
援
は

A
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

を
土
日
開
所
す
る
と
と
も
に

保
育
所
で
の
待
機
児
童
ゼ
ロ

を
継
続
し
て
い
る

藤間  義明

Q
．子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
利

用
状
況
は
。

A
．子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

利
用
者
数
は
、　
　
　
　
　
　
　

平
成
26
年
度
で
は
６
１
７
３
人
、

平
成
27
年
度
で
は
５
７
９
３
人
、

平
成
28
年
度
で
は
６
６
９
７
人
、

平
成
29
年
度
で
は
７
６
９
１
人
と

利
用
者
が
増
え
て
き
て
い
る
。

Q
．企
業
が
子
育
て
支
援
体
制
づ
く
り

の
必
要
性
を
理
解
し
て
い
く
取
り

組
み
は
。

A
．平
成
29
年
度
か
ら
企
業
の
ト
ッ

プ
が
赤
ち
ゃ
ん
登
校
日
を
参
観

す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、

子
育
て
支
援
の
必
要
性
を
理
解

し
、企
業
が
従
業
員
の
子
育
て
を

積
極
的
に
応
援
す
る
機
運
の
醸

成
を
図
っ
て
い
る
。

Q
．保
育
士
不
足
へ
の
対
応
は
。

A
．保
育
所
へ
の
情
報
提
供
や
、新
た

に
就
業
し
た
保
育
士
へ
の
助
成
、

保
育
士
の
仕
事
の
魅
力
化
な
ど

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

Q
障
が
い
者
福
祉
の

現
状
と
課
題
は

A
地
域
生
活
移
行
や

就
労
継
続
支
援
な
ど
が
課
題

永岡  静馬

Q
．障
が
い
者
総
合
支
援
法
が
改
正
さ

れ
、第
５
期
障
が
い
者
保
健
福
祉

計
画
が
策
定
さ
れ
た
。障
が
い
者

福
祉
の
現
状
と
課
題
は
。

A
．指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

は
市
内
・
浜
田
圏
域
で
も
増
え
て

お
り
、必
要
な
サ
ー
ビ
ス
は
ほ
ぼ

提
供
で
き
て
い
る
。た
だ
、福
祉

施
設
入
所
者
の
地
域
生
活
へ
の
移

行
が
困
難
な
状
況
や
、就
労
継
続

支
援
サ
ー
ビ
ス
で
の
一
般
就
労
が

な
か
な
か
で
き
な
い
状

況
が
あ
る
。ま
た
、相
談

支
援
事
業
所
の
数
や
相

談
支
援
専
門
員
が
少
な

い
状
況
が
あ
る
。

Q
．こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し

て
、今
後
の
取
り
組
み
は
。

A
．知
的
・
身
体
・
精
神
と

い
う
３
つ
の
障
害
を
一

元
化
し
て
き
た
た
め
、

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で
は
得
意
分
野

と
不
得
意
分
野
が
あ
り
、そ
こ
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
大
事
で
あ
る
と

考
え
る
。ま
た
、差
別
や
偏
見
の

な
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
、「
あ
い

サ
ポ
ー
ト
研
修
」の
普
及
や
相
談

窓
口
の
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

Q
国
道
２
６
１
号
線
の

今
後
の
整
備
へ
の

本
市
の
取
り
組
み
は

A
改
良
は
不
可
欠
で
あ
り
、未

整
備
区
間
・
新
規
区
間
の
早

期
着
手
を
要
望
す
る

藤田　厚

Q
．市
道
新
山
中
線
の
復
旧
の
見
通

し
は
。

A
．ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
・
土
質
調
査
を

行
っ
た
上
で
、地
す
べ
り
の
専
門

家
の
意
見
を
聴
取
し
、８
月
頃
に

再
度
国
土
交
通
省
と
復
旧
工
法

に
つ
い
て
の
事
前
協
議
を
行
う
。

年
内
に
は
災
害
査
定
を
受
け
、年

度
内
で
の
復
旧
工
事
の
完
成
を

目
標
と
し
て
い
る
。

Q
．県
道
の
大
田
桜
江
線
と
桜
江
金

城
線
の
進
捗
は
。

A
．県
道
大
田
桜
江
線
は
平
成
32
年

度
末
に
完
成
予
定
。県
道
桜
江
金

城
線
は
平
成
33
年
度
中
の
完
成

を
目
標
に
、県
が
事
業
推
進
を

図
っ
て
い
る
。こ
れ
に
関
連
し
て

川
戸
駅
前
の
線
形
改
良
を
、県
へ

の
重
点
要
望
に
掲
げ
る
。

土日の利用者が多い子育てサポートセンターでの１コマ５月７日に崩落した国道２６１号線の現場

あいサポート研修で使用されるテキスト

平成25年に行われた子育てニーズ調査の結果

■就学前［複数回答］

結婚や出産についてもっと奨励すべきである 28.3

28.6

20.8

44.6

30.1

67.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0%

回答者
399人

5.8

5.8

男女が協力して家庭を築くことの大切さや
素晴らしさを十分に伝えていくべきである

男性がもっと育児に参加できるよう長時間労働等
の働き方の見直しを進めるべきである

子育てや教育に係る経済的負担の軽減を
はかるべきである

その他

無回答

安定した家庭を築くことができるよう
就労の支援を充実すべきである

職場における仕事と子育ての両立のための
取り組みを充実すべきである

保育所など地域における子育て支援サービスを
充実すべきである

子育てに対する不安や悩みを気軽に相談できる
支援体制の整備を進めるべきである

12.812.8

12.812.8
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Q
小
中
学
校
の
教
室
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
を

A
ど
こ
か
の
時
点
で
実
現
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

多田  伸治

Q
．子
ど
も
た
ち
は
厳
し
い
夏
の
暑

さ
の
な
か
で
授
業
を
受
け
て
い
る

が
、状
況
を
把
握
し
て
い
る
か
。

A
．扇
風
機
の
設
置
や
水
分
補
給
で

の
熱
中
症
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
27
年
７
月
の
室
温
調
査
で
、

30
℃
以
上
が
３
日
あ
っ
た
。文
科

省
が
教
室
の
環
境
基
準
を
30
℃

以
下
か
ら
28
℃
以
下
へ
と
変
更

し
て
お
り
、条
件
は
厳
し
く
な
っ

て
い
る
。

Q
．浜
田
市
や
益
田
市
は
教
室
の
エ

ア
コ
ン
設
置
を
始
め
る
。本
市
で

も
緊
急
に
予
算
を
補
正
し
、一
刻

も
早
く
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
べ

き
で
は
。

A
．耐
震
化
や
老
朽
化
対
策
な
ど
、限

ら
れ
た
財
源
で
優
先
順
位
を
考

え
て
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

Q
．校
舎
の
耐
震
化
は
ほ
ぼ
終
わ
っ
て

い
る
。選
挙
で
は「
エ
ア
コ
ン
を

つ
け
て
く
れ
る
人
に
が
ん
ば
っ
て

ほ
し
い
」と
の
子
ど
も
た
ち
か
ら

の
反
響
も
あ
っ
た
。段
階
的
に
で

も
設
置
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
．教
育
現
場
に
は
様
々
な
課
題
が

あ
る
。施
政
方
針
で
教
室
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
を
検
討
す
る
と
し

た
。ど
こ
か
の
時
点
で
実
現
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Q
Ｊ
Ｒ
三
江
線
廃
止
踏
切
の

除
却
推
進
を

A
着
実
に
撤
去
が
進
む
よ
う

Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
求
め
て
い
く

坪内  涼二

Q
．廃
止
踏
切
の
現
状
は
。

A
．廃
止
踏
切
は
市
道
内
10
カ
所
、県

道
内
12
カ
所
。路
面
は
廃
止
以
前

と
変
わ
ら
ず
線
路
が
そ
の
ま
ま

残
っ
て
い
る
状
況
。廃
止
後
は
、

道
路
交
通
法
上
の
一
旦
停
止
と

安
全
確
認
の
義
務
は
な
い
。

Q
．廃
止
踏
切
に
起
因
す
る
事
故
が

発
生
す
る
危
険
性
も
あ
る
。速
や

か
に
除
却
を
進
め
、廃
止
踏
切
を

含
め
た
周
辺
地
域
の
整
備
を
。

A
．Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
、占
有
用
地
に
あ

る
も
の
か
ら
撤
去
し
て
い
く
予

定
。廃
止
踏
切
を
含
め
た
周
辺
地

域
の
整
備
は
、踏
切
内
の
段
差
解

消
だ
け
で
な
く
、踏
切
前
後
の
道

路
線
形
改
良
や
道
路
の
拡
幅
改

良
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。今
後
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
の
協
議
の
な
か

で
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

【
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
】

Q
．交
通
事
故
な
ど
事
件
・
事
故
の
早

期
解
決
の
た
め
、ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
導
入
経
費
の
助
成
を
。

A
．交
通
安
全
対
策
や
犯
罪
抑
止
に

つ
な
が
る
こ
と
は
理
解
し
て
い
る

が
、現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

県内８市での普通教室のエアコン設置状況

松江市

安来市

雲南市

出雲市

大田市

江津市

浜田市

益田市

　　対象年齢
実施市区町村数計
６歳まで（小学前）
７歳から11歳まで
12歳まで（小学卒）
15歳まで（中学卒）
16歳まで
18歳まで（高校卒）
20歳まで
22歳まで

通　院
1,741
202
31
121
1,005
　　1
378
　　2
　　1

入　院
1,741
33

　　7
129
1,169
　　1
399
　　2
　　1

所得制限について 所得制限なし
所得制限あり

1,432　自治体
309　自治体

一部自己負担について 自己負担なし
自己負担あり

1,054　自治体
687　自治体

教室数

771

190

193

648

166

97

227

221

設置済室数

177

156

193

138

4

4

16

22

設置率

22.9%

82.1%

100.0%

21.2%

2.4%

4.1%

7.0%

9.9%

Q
地
方
自
治
法
第
１
条
の
二

へ
の
認
識
は

A
最
小
の
経
費
で
最
高
の
効
果

を
上
げ
る
行
政
運
営
を
目

指
す

森川  和英

Q
．住
民
の
福
祉
充
実
や
自
主
的
・
総

合
的
な
行
政
運
営
と
は
。

A
．地
方
自
治
法
で
は
住
民
の
権
利

の
充
実
や
自
主
的
・
自
立
性
の
強

化
、効
率
化
と
公
正
確
保
が
う
た

わ
れ
て
い
る
。そ
の
た
め
、住
民

福
祉
・
能
率
化
・
合
理
化
・
法
令

適
合
・
計
画
性
・
相
互
競
合
回
避

の
原
則
に
基
づ
き
、自
主
自
立
を

発
揮
で
き
る
行
政
運
営
を
行
っ

て
い
る
。

Q
．自
治
事
務
と
法
定
受
託
事
務
に

つ
い
て
は
。

A
．法
定
受
託
事
務
に
は
、法
令
に
よ

り
自
治
体
へ
委
託
さ
れ
た
是
正

指
示
や
代
執
行
・
生
活
保
護
や
戸

籍
事
務
な
ど
が
あ
る
。自
治
事
務

に
は
、法
令
に
沿
っ
て
の
義
務
付

け
事
務
や
介
護
保
険
・
障
害
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、自
治
体
が

創
意
工
夫
し
て
取
り
組
む
公
共

施
設
の
管
理
・
乳
児
医
療
な
ど
の

各
種
助
成
な
ど
が
あ
る
。

Q
．過
疎
債
の
今
後
は
。

A
．過
疎
債
は
平
成
32
年
度
ま
で
の
時

限
立
法
で
あ
る
た
め
、島
根
県
が

５
月
か
ら
県
内
市
町
村
で
構
成
す

る
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、過
疎
地

域
に
お
け
る
諸
問
題
の
調
査
研
究

を
行
い
、提
言
を
お
こ
な
う
。

Q
中
学
校
卒
業
ま
で
の

医
療
費
無
料
化
を

A
本
市
の
財
政
状
況
で
は

厳
し
い

森川  佳英

Q
．格
差
拡
大
で
経
済
的
理
由
か
ら
医

療
に
か
か
れ
な
い
人
が
急
増
し
て

い
る
。お
金
の
心
配
な
し
で
病
院

に
か
か
れ
る
よ
う
、子
ど
も
の
医

療
費
の
中
学
校
卒
業
ま
で
の
無
料

化
を
。

A
．医
療
費
の
中
学
校
卒
業
ま
で
の
無

料
化
に
は
、年
間
３
０
０
０
万
円

か
ら
３
５
０
０
万
円
の
経
費
が
毎

年
必
要
に
な
る
。本
市
の
財
政
状

況
で
は
難
し
い
。

Q
．医
療
費
無
料
化
で
全
国
的
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
子
ど
も
の
虫

歯
や
、眼
科
・
耳
鼻
科
の
病
気
の

早
期
治
療
が
で
き
、本
市
財
政
か

ら
の
医
療
給
付
費
の
削
減
に
も

つ
な
が
る
の
で
は
。

A
．無
料
に
す
れ
ば
、コ
ン
ビ
ニ
受
診

が
懸
念
さ
れ
る
。歯
科
・
眼
科
は

学
校
で
の
検
診
で
予
防
可
能
と
考

え
る
。

Q
．本
市
の
年
間
予
算
約
１
５
０
億
円

か
ら
、子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化

拡
充
へ
優
先
配
分
す
べ
き
で
は
。

A
．本
市
で
は
国
民
健
康
保
険
へ
の

支
援
を
優
先
し
、国
民
健
康
保
険

会
計
へ
２
億
５
０
０
０
万
円
の

法
定
外
繰
出
を
行
っ
た
。子
ど
も

の
医
療
費
無
料
化
は
国
が
制
度

を
確
立
す
べ
き
で
、国
に
対
し
て

要
望
し
て
い
る
。

撤去が急がれるＪＲ三江線廃止踏切（川戸）

全国・市区町村の医療費・無料化実施状況
厚生労働省調査（2016年4月1日現在）

【地方自治法】
第一条の二　地方公共団体は、住民の福祉の増進を図
ることを基本として、地域における行政を自主的かつ
総合的に実施する役割を広く担うものとする。

② 国は、前項の規定の趣旨を達成するため、国におい
ては国際社会における国家としての存立にかかわる事
務、全国的に統一して定めることが望ましい国民の諸
活動若しくは地方自治に関する基本的な準則に関する
事務又は全国的な規模で若しくは全国的な視点に立つ
て行わなければならない施策及び事業の実施その他の
国が本来果たすべき役割を重点的に担い、住民に身近
な行政はできる限り地方公共団体にゆだねることを基
本として、地方公共団体との間で適切に役割を分担す
るとともに、地方公共団体に関する制度の策定及び施
策の実施に当たつて、地方公共団体の自主性及び自立
性が十分に発揮されるようにしなければならない。
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Q
小
中
学
校
の
教
室
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
を

A
ど
こ
か
の
時
点
で
実
現
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

多田  伸治

Q
．子
ど
も
た
ち
は
厳
し
い
夏
の
暑

さ
の
な
か
で
授
業
を
受
け
て
い
る

が
、状
況
を
把
握
し
て
い
る
か
。

A
．扇
風
機
の
設
置
や
水
分
補
給
で

の
熱
中
症
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
27
年
７
月
の
室
温
調
査
で
、

30
℃
以
上
が
３
日
あ
っ
た
。文
科

省
が
教
室
の
環
境
基
準
を
30
℃

以
下
か
ら
28
℃
以
下
へ
と
変
更

し
て
お
り
、条
件
は
厳
し
く
な
っ

て
い
る
。

Q
．浜
田
市
や
益
田
市
は
教
室
の
エ

ア
コ
ン
設
置
を
始
め
る
。本
市
で

も
緊
急
に
予
算
を
補
正
し
、一
刻

も
早
く
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
べ

き
で
は
。

A
．耐
震
化
や
老
朽
化
対
策
な
ど
、限

ら
れ
た
財
源
で
優
先
順
位
を
考

え
て
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

Q
．校
舎
の
耐
震
化
は
ほ
ぼ
終
わ
っ
て

い
る
。選
挙
で
は「
エ
ア
コ
ン
を

つ
け
て
く
れ
る
人
に
が
ん
ば
っ
て

ほ
し
い
」と
の
子
ど
も
た
ち
か
ら

の
反
響
も
あ
っ
た
。段
階
的
に
で

も
設
置
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
．教
育
現
場
に
は
様
々
な
課
題
が

あ
る
。施
政
方
針
で
教
室
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
を
検
討
す
る
と
し

た
。ど
こ
か
の
時
点
で
実
現
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Q
Ｊ
Ｒ
三
江
線
廃
止
踏
切
の

除
却
推
進
を

A
着
実
に
撤
去
が
進
む
よ
う

Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
求
め
て
い
く

坪内  涼二

Q
．廃
止
踏
切
の
現
状
は
。

A
．廃
止
踏
切
は
市
道
内
10
カ
所
、県

道
内
12
カ
所
。路
面
は
廃
止
以
前

と
変
わ
ら
ず
線
路
が
そ
の
ま
ま

残
っ
て
い
る
状
況
。廃
止
後
は
、

道
路
交
通
法
上
の
一
旦
停
止
と

安
全
確
認
の
義
務
は
な
い
。

Q
．廃
止
踏
切
に
起
因
す
る
事
故
が

発
生
す
る
危
険
性
も
あ
る
。速
や

か
に
除
却
を
進
め
、廃
止
踏
切
を

含
め
た
周
辺
地
域
の
整
備
を
。

A
．Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
、占
有
用
地
に
あ

る
も
の
か
ら
撤
去
し
て
い
く
予

定
。廃
止
踏
切
を
含
め
た
周
辺
地

域
の
整
備
は
、踏
切
内
の
段
差
解

消
だ
け
で
な
く
、踏
切
前
後
の
道

路
線
形
改
良
や
道
路
の
拡
幅
改

良
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。今
後
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
の
協
議
の
な
か

で
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

【
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
】

Q
．交
通
事
故
な
ど
事
件
・
事
故
の
早

期
解
決
の
た
め
、ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
導
入
経
費
の
助
成
を
。

A
．交
通
安
全
対
策
や
犯
罪
抑
止
に

つ
な
が
る
こ
と
は
理
解
し
て
い
る

が
、現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

県内８市での普通教室のエアコン設置状況

松江市

安来市

雲南市

出雲市

大田市

江津市

浜田市

益田市

　　対象年齢
実施市区町村数計
６歳まで（小学前）
７歳から11歳まで
12歳まで（小学卒）
15歳まで（中学卒）
16歳まで
18歳まで（高校卒）
20歳まで
22歳まで

通　院
1,741
202
31
121
1,005
　　1
378
　　2
　　1

入　院
1,741
33

　　7
129
1,169
　　1
399
　　2
　　1

所得制限について 所得制限なし
所得制限あり

1,432　自治体
309　自治体

一部自己負担について 自己負担なし
自己負担あり

1,054　自治体
687　自治体

教室数

771

190

193

648

166

97

227

221

設置済室数

177

156

193

138

4

4

16

22

設置率

22.9%

82.1%

100.0%

21.2%

2.4%

4.1%

7.0%

9.9%

Q
地
方
自
治
法
第
１
条
の
二

へ
の
認
識
は

A
最
小
の
経
費
で
最
高
の
効
果

を
上
げ
る
行
政
運
営
を
目

指
す

森川  和英

Q
．住
民
の
福
祉
充
実
や
自
主
的
・
総

合
的
な
行
政
運
営
と
は
。

A
．地
方
自
治
法
で
は
住
民
の
権
利

の
充
実
や
自
主
的
・
自
立
性
の
強

化
、効
率
化
と
公
正
確
保
が
う
た

わ
れ
て
い
る
。そ
の
た
め
、住
民

福
祉
・
能
率
化
・
合
理
化
・
法
令

適
合
・
計
画
性
・
相
互
競
合
回
避

の
原
則
に
基
づ
き
、自
主
自
立
を

発
揮
で
き
る
行
政
運
営
を
行
っ

て
い
る
。

Q
．自
治
事
務
と
法
定
受
託
事
務
に

つ
い
て
は
。

A
．法
定
受
託
事
務
に
は
、法
令
に
よ

り
自
治
体
へ
委
託
さ
れ
た
是
正

指
示
や
代
執
行
・
生
活
保
護
や
戸

籍
事
務
な
ど
が
あ
る
。自
治
事
務

に
は
、法
令
に
沿
っ
て
の
義
務
付

け
事
務
や
介
護
保
険
・
障
害
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、自
治
体
が

創
意
工
夫
し
て
取
り
組
む
公
共

施
設
の
管
理
・
乳
児
医
療
な
ど
の

各
種
助
成
な
ど
が
あ
る
。

Q
．過
疎
債
の
今
後
は
。

A
．過
疎
債
は
平
成
32
年
度
ま
で
の
時

限
立
法
で
あ
る
た
め
、島
根
県
が

５
月
か
ら
県
内
市
町
村
で
構
成
す

る
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、過
疎
地

域
に
お
け
る
諸
問
題
の
調
査
研
究

を
行
い
、提
言
を
お
こ
な
う
。

Q
中
学
校
卒
業
ま
で
の

医
療
費
無
料
化
を

A
本
市
の
財
政
状
況
で
は

厳
し
い

森川  佳英

Q
．格
差
拡
大
で
経
済
的
理
由
か
ら
医

療
に
か
か
れ
な
い
人
が
急
増
し
て

い
る
。お
金
の
心
配
な
し
で
病
院

に
か
か
れ
る
よ
う
、子
ど
も
の
医

療
費
の
中
学
校
卒
業
ま
で
の
無
料

化
を
。

A
．医
療
費
の
中
学
校
卒
業
ま
で
の
無

料
化
に
は
、年
間
３
０
０
０
万
円

か
ら
３
５
０
０
万
円
の
経
費
が
毎

年
必
要
に
な
る
。本
市
の
財
政
状

況
で
は
難
し
い
。

Q
．医
療
費
無
料
化
で
全
国
的
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
子
ど
も
の
虫

歯
や
、眼
科
・
耳
鼻
科
の
病
気
の

早
期
治
療
が
で
き
、本
市
財
政
か

ら
の
医
療
給
付
費
の
削
減
に
も

つ
な
が
る
の
で
は
。

A
．無
料
に
す
れ
ば
、コ
ン
ビ
ニ
受
診

が
懸
念
さ
れ
る
。歯
科
・
眼
科
は

学
校
で
の
検
診
で
予
防
可
能
と
考

え
る
。

Q
．本
市
の
年
間
予
算
約
１
５
０
億
円

か
ら
、子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化

拡
充
へ
優
先
配
分
す
べ
き
で
は
。

A
．本
市
で
は
国
民
健
康
保
険
へ
の

支
援
を
優
先
し
、国
民
健
康
保
険

会
計
へ
２
億
５
０
０
０
万
円
の

法
定
外
繰
出
を
行
っ
た
。子
ど
も

の
医
療
費
無
料
化
は
国
が
制
度

を
確
立
す
べ
き
で
、国
に
対
し
て

要
望
し
て
い
る
。

撤去が急がれるＪＲ三江線廃止踏切（川戸）

全国・市区町村の医療費・無料化実施状況
厚生労働省調査（2016年4月1日現在）

【地方自治法】
第一条の二　地方公共団体は、住民の福祉の増進を図
ることを基本として、地域における行政を自主的かつ
総合的に実施する役割を広く担うものとする。

② 国は、前項の規定の趣旨を達成するため、国におい
ては国際社会における国家としての存立にかかわる事
務、全国的に統一して定めることが望ましい国民の諸
活動若しくは地方自治に関する基本的な準則に関する
事務又は全国的な規模で若しくは全国的な視点に立つ
て行わなければならない施策及び事業の実施その他の
国が本来果たすべき役割を重点的に担い、住民に身近
な行政はできる限り地方公共団体にゆだねることを基
本として、地方公共団体との間で適切に役割を分担す
るとともに、地方公共団体に関する制度の策定及び施
策の実施に当たつて、地方公共団体の自主性及び自立
性が十分に発揮されるようにしなければならない。
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議員活動レポート

ヒラメ稚魚放流体験

Q
児
童
生
徒
に
夢
を
与
え
る

教
育
の
魅
力
化
の
推
進
を

A
県
教
育
委
員
会
が
推
進
す
る

「
教
育
魅
力
化
推
進
事
業
」に

よ
る「
県
立
高
校
魅
力
化
」を

今
年
度
よ
り
実
施
す
る

田中  利德

Q
．再
三
提
案
し
た「
教
育
魅
力
化
推

進
事
業
」へ
の
取
り
組
み
は
。

A
．「
教
育
魅
力
化
推
進
事
業
」と
は
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
を
図

り
、小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学

校
・
大
学
の
一
体
的
な
教
育
活
動

や
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た「
教

育
の
魅
力
化
」へ
の
市
町
村
の
取
り

組
み
を
島
根
県
が
支
援
す
る
も

の
。平
成
30
年
度
は
、高
校
魅
力
化

活
動
交
付
金
５
０
０
万
円
と
、統
括

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
配
置
費
交
付
金

３
１
７
万
円
を
申
請
。既
に
交
付

決
定
が
さ
れ
、江
津
高
校
と
江
津

工
業
高
校
の
魅
力
化
が
始
ま
る
。

Q
．文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
も
東
京
一
極

集
中
の
傾
向
が
強
い
。本
市
の
子

ど
も
た
ち
が
本
物
に
触
れ
る
機

会
が
必
要
。そ
の
機
会
と
な
る
、

「
ド
リ
ー
ム
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
」の

概
要
は
。

A
．自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ

社
会
貢
献
広
報
事
業
に
よ
る
も

の
で
、９
月
に
江
津
市
で
開
催
さ

れ
る
。一
流
選
手
と
の
交
流
で
、

市
民
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参

加
促
進
と
、青
少
年
の
健
全
育
成

を
図
る
。約
20
人
の
元
プ
ロ
野
球

選
手
を
招
く
こ
と
で
、市
外
か
ら

の
集
客
も
見
込
ま
れ
る
。プ
レ
ー

を
身
近
で
見
て
、直
接
教
わ
る
こ

と
で
、子
ど
も
達
に
将
来
へ
の
夢

を
与
え
る
こ
と
に
も
な
る
。

Q
三
江
線
廃
止
の
教
訓
点
は

A
鉄
道
事
業
法
が
大
き
な
ネ
ッ

ク
で
あ
り
、行
政
と
地
域
住
民

で
守
る
こ
と
が
大
切
に
な
る

Q
．鉄
道
事
業
法
改
正
を
国
に
要
望
す

る
考
え
は
。

A
．ま
ず
は
利
用
促
進
が
大
切
。鉄
道

事
業
法
を
考
え
る
雰
囲
気
は
、国

会
議
員
の
中
に
も
あ
る
。法
改
正

も
含
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

Q
．バ
ス
転
換
後
の
、狭
い
歩
道
の

改
善
や
バ
ス
停
待
合
所
の
設
置
・

フ
リ
ー
乗
車
の
実
施
は
。

A
．ほ
と
ん
ど
の
バ
ス
停
が
路
側
帯

の
狭
い
場
所
に
あ
る
た
め
、バ
ス

利
用
の
動
向
を
把
握
し
、島
根
県

が
道
路
改
良
す
る
際
に
、必
要
な

改
善
を
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

【
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
】

Q
．明
星
川
の
暗
渠
の
改
善
と
山
水
対

策
を
。

A
．暗
渠
の
改
良
は
困
難
。現
状
を
確

認
し
、必
要
に
応
じ
て
土
砂
撤
去

を
行
う
。

【
島
根
原
発
】

Q
．島
根
原
発
の
問
題
は「
対
岸
の
火

事
」で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。本
市

と
し
て
の
対
応
は
。

A
．議
論
の
行
方
を
強
い
関
心
を

持
っ
て
注
視
し
て
い
き
た
い
。

江津市民球場

廃線前の川戸駅

植田  好雄

Q
一
時
保
育
・
休
日
保
育
な
ど

の
受
け
入
れ
態
勢
の
充
実
を

A
保
育
士
確
保
対
策
事
業
を

引
き
続
き
行
っ
て
い
く

Q
．保
育
士
確
保
対
策
の
状
況
は
。

A
．市
内
の
保
育
所
な
ど
に
新
た
に

就
労
し
た
場
合
、１
人
10
万
円
を

交
付
す
る
。平
成
28
年
度
は
８

人
、平
成
29
年
度
は
５
人
に
交

付
。平
成
30
年
度
は
20
人
分
を
予

算
計
上
。

Q
．保
育
士
の
産
休
・
育
休
な
ど
に
今

の
人
員
で
対
応
は
可
能
か
。

A
．早
い
段
階
で
の
人
員
補
充
を
お

こ
な
う
た
め
可
能
。

Q
．休
日
保
育
の
利
用
の
推

移
は
。

A
．平
成
25
年
度
１
１
８
人
、

平
成
26
年
度
１
２
４
人
、

平
成
27
年
度
２
１
３
人
、

平
成
28
年
度
１
５
０
人
、

平
成
29
年
度
２
９
０
人

だ
っ
た
。

【
観
光
振
興
】

Q
．有
福
温
泉
の
今
後
は
。

A
．旅
館
や
地
元
・
神
楽
団
な
ど
と
連

携
を
取
り
、少
し
で
も
多
く
の
集

客
が
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

Q
．観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
育

成
を
。

A
．育
成
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

観
光
協
会
と
と
も
に
検
討
す
る
。唯一休日保育を行っている『たまえ保育園』

ヒラメの稚魚の放流を行う津宮小学校5年生

ヒラメの稚魚

鍛治 恵巳子

　６月１３日、毎年恒例になっているヒラメの稚魚放流
体験が行われました。今年は津宮小学校５年生の皆さ
んと議員８名参加し、ヒラメの稚魚2000匹を塩田海
岸に放流しました。栽培漁業の大切さを学び、つくり育
てる事業の重要性を体験しました。

1213 1213



議員活動レポート

ヒラメ稚魚放流体験

Q
児
童
生
徒
に
夢
を
与
え
る

教
育
の
魅
力
化
の
推
進
を

A
県
教
育
委
員
会
が
推
進
す
る

「
教
育
魅
力
化
推
進
事
業
」に

よ
る「
県
立
高
校
魅
力
化
」を

今
年
度
よ
り
実
施
す
る

田中  利德

Q
．再
三
提
案
し
た「
教
育
魅
力
化
推

進
事
業
」へ
の
取
り
組
み
は
。

A
．「
教
育
魅
力
化
推
進
事
業
」と
は
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
を
図

り
、小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学

校
・
大
学
の
一
体
的
な
教
育
活
動

や
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た「
教

育
の
魅
力
化
」へ
の
市
町
村
の
取
り

組
み
を
島
根
県
が
支
援
す
る
も

の
。平
成
30
年
度
は
、高
校
魅
力
化

活
動
交
付
金
５
０
０
万
円
と
、統
括

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
配
置
費
交
付
金

３
１
７
万
円
を
申
請
。既
に
交
付

決
定
が
さ
れ
、江
津
高
校
と
江
津

工
業
高
校
の
魅
力
化
が
始
ま
る
。

Q
．文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
も
東
京
一
極

集
中
の
傾
向
が
強
い
。本
市
の
子

ど
も
た
ち
が
本
物
に
触
れ
る
機

会
が
必
要
。そ
の
機
会
と
な
る
、

「
ド
リ
ー
ム
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
」の

概
要
は
。

A
．自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ

社
会
貢
献
広
報
事
業
に
よ
る
も

の
で
、９
月
に
江
津
市
で
開
催
さ

れ
る
。一
流
選
手
と
の
交
流
で
、

市
民
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参

加
促
進
と
、青
少
年
の
健
全
育
成

を
図
る
。約
20
人
の
元
プ
ロ
野
球

選
手
を
招
く
こ
と
で
、市
外
か
ら

の
集
客
も
見
込
ま
れ
る
。プ
レ
ー

を
身
近
で
見
て
、直
接
教
わ
る
こ

と
で
、子
ど
も
達
に
将
来
へ
の
夢

を
与
え
る
こ
と
に
も
な
る
。

Q
三
江
線
廃
止
の
教
訓
点
は

A
鉄
道
事
業
法
が
大
き
な
ネ
ッ

ク
で
あ
り
、行
政
と
地
域
住
民

で
守
る
こ
と
が
大
切
に
な
る

Q
．鉄
道
事
業
法
改
正
を
国
に
要
望
す

る
考
え
は
。

A
．ま
ず
は
利
用
促
進
が
大
切
。鉄
道

事
業
法
を
考
え
る
雰
囲
気
は
、国

会
議
員
の
中
に
も
あ
る
。法
改
正

も
含
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

Q
．バ
ス
転
換
後
の
、狭
い
歩
道
の

改
善
や
バ
ス
停
待
合
所
の
設
置
・

フ
リ
ー
乗
車
の
実
施
は
。

A
．ほ
と
ん
ど
の
バ
ス
停
が
路
側
帯

の
狭
い
場
所
に
あ
る
た
め
、バ
ス

利
用
の
動
向
を
把
握
し
、島
根
県

が
道
路
改
良
す
る
際
に
、必
要
な

改
善
を
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

【
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
】

Q
．明
星
川
の
暗
渠
の
改
善
と
山
水
対

策
を
。

A
．暗
渠
の
改
良
は
困
難
。現
状
を
確

認
し
、必
要
に
応
じ
て
土
砂
撤
去

を
行
う
。

【
島
根
原
発
】

Q
．島
根
原
発
の
問
題
は「
対
岸
の
火

事
」で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。本
市

と
し
て
の
対
応
は
。

A
．議
論
の
行
方
を
強
い
関
心
を

持
っ
て
注
視
し
て
い
き
た
い
。

江津市民球場

廃線前の川戸駅

植田  好雄

Q
一
時
保
育
・
休
日
保
育
な
ど

の
受
け
入
れ
態
勢
の
充
実
を

A
保
育
士
確
保
対
策
事
業
を

引
き
続
き
行
っ
て
い
く

Q
．保
育
士
確
保
対
策
の
状
況
は
。

A
．市
内
の
保
育
所
な
ど
に
新
た
に

就
労
し
た
場
合
、１
人
10
万
円
を

交
付
す
る
。平
成
28
年
度
は
８

人
、平
成
29
年
度
は
５
人
に
交

付
。平
成
30
年
度
は
20
人
分
を
予

算
計
上
。

Q
．保
育
士
の
産
休
・
育
休
な
ど
に
今

の
人
員
で
対
応
は
可
能
か
。

A
．早
い
段
階
で
の
人
員
補
充
を
お

こ
な
う
た
め
可
能
。

Q
．休
日
保
育
の
利
用
の
推

移
は
。

A
．平
成
25
年
度
１
１
８
人
、

平
成
26
年
度
１
２
４
人
、

平
成
27
年
度
２
１
３
人
、

平
成
28
年
度
１
５
０
人
、

平
成
29
年
度
２
９
０
人

だ
っ
た
。

【
観
光
振
興
】

Q
．有
福
温
泉
の
今
後
は
。

A
．旅
館
や
地
元
・
神
楽
団
な
ど
と
連

携
を
取
り
、少
し
で
も
多
く
の
集

客
が
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

Q
．観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
育

成
を
。

A
．育
成
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

観
光
協
会
と
と
も
に
検
討
す
る
。唯一休日保育を行っている『たまえ保育園』

ヒラメの稚魚の放流を行う津宮小学校5年生

ヒラメの稚魚

鍛治 恵巳子

　６月１３日、毎年恒例になっているヒラメの稚魚放流
体験が行われました。今年は津宮小学校５年生の皆さ
んと議員８名参加し、ヒラメの稚魚2000匹を塩田海
岸に放流しました。栽培漁業の大切さを学び、つくり育
てる事業の重要性を体験しました。
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委員会
（予算）

委員会
（決算特別）

委員会
（決算特別）

委員会
（建設厚生）

委員会
（決算特別） 情報交換会

本会議

委員会
（決算特別）

委員会
（総務文教）

編
集
後
記

議
会
を
傍
聴
し
よ
う

議
会
へ
参
加
し
よ
う

　
江
津
市
議
会
で
は
皆
さ
ん

の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。傍
聴
を
ご
希
望
の
方
は
、

議
会
開
催
日
に
本
庁
３
階
の

議
会
事
務
局
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
議
会
に
対
し
て
陳
情
な
ど

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
陳
情
と
は
、
特
定
の
事

項
に
つ
い
て
議
会
な
ど
に
実

情
を
訴
え
、
適
切
な
措
置
を

要
望
す
る
こ
と
で
す
。

■編集・発行責任者

議　　長　森脇  悦朗

■市議会だより編集特別委員会

委 員 長　鍛治  恵巳子
副委員長　坂手  洋介
委　　員　植田  好雄
委　　員　多田  伸治
委　　員　河野  正行
委　　員　永岡  静馬

8/19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31 9/1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

日 月 火 水 木 金 土

委員会
（議会運営）

委員会
（議会運営）全員協議会

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）本会議 議員連絡会

市議会だより（平成30年８月１日）　　［ 編 集 ］市議会だより編集特別委員会 　 ［ 発 行 ］江津市議会事務局 ☎（0855）52‐7498
［ ホームページアドレス ］ http://www.city.gotsu.lg.jp/site/gikai （江津市HP内）

ごうつ

題字：島田 拓海さん（川波小学校６年）
しま だ たく み
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表

　彰

人

　事

請
願
・
陳
情
締
切
／
８
月
22
日
午
前
中
ま
で

次
回
９
月
定
例
会 

全
国
市
議
会
議
長
会

●
議
員
特
別
表
彰

　
　（
議
員
20
年
以
上
）

 
永
岡
　
静
馬

●
正
副
議
長
一
般
表
彰

　
　（
正
副
議
長
４
年
以
上
）

 

藤
田
　
厚

中
国
市
議
会
議
長
会

●
議
員
特
別
表
彰

　
　（
議
員
20
年
以
上
）

 

永
岡
　
静
馬

　
　（
議
員
16
年
以
上
）

 

河
野
　
正
行

 

藤
田
　
厚

 

土
井
　
正
人

 

田
中
　
直
文

　
　（
議
員
12
年
以
上
）

 

森
脇
　
悦
朗

 

島
田
　
修
二

 

石
橋
　
孝
義

●
議
員
普
通
表
彰

　
　（
議
員
８
年
以
上
）

 

多
田
　
伸
治

 

森
川
　
佳
英

 

藤
間
　
義
明

●
正
副
議
長
普
通
表
彰

　
　（
正
副
議
長
３
年
以
上
）

 

田
中
　
直
文

●
監
査
委
員（
議
会
選
出
）

 
  

石
橋
　
孝
義

（左から：河野、藤田、田中直、永岡、森脇、石橋、多田、藤間、森川佳）

　
改
選
後
、
初
め
て
の
市
議
会
だ
よ
り

で
す
。
市
議
会
だ
よ
り
と
は
、
市
民
の

皆
様
へ
議
会
の
情
報
を
発
信
で
き
る

ツ
ー
ル
と
し
て
、
と
て
も
重
要
な
も
の

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
１
期
目
の
４

年
間
も
こ
の
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

会
に
所
属
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
前
任
の
２
人
の
委
員
長
が
そ
れ
ぞ

れ
試
行
錯
誤
さ
れ
、
確
実
に
進
化
を
し

て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
市
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別

委
員
会
委
員
長
に
選
任
さ
れ
、
半
数
以

上
が
本
委
員
会
初
め
て
と
い
う
中
、
不

安
も
あ
り
ま
す
が
委
員
会
メ
ン
バ
ー
と

協
力
し
な
が
ら
、
２
年
間
精
一
杯
、
と

に
か
く
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
「
市
議

会
だ
よ
り
」
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

（
鍛
治
恵
巳
子
）
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